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［意見］	

＜該当箇所＞	

	 改正の趣旨および内容全般について	

＜意見内容＞	

	 国立・国定公園においても，希少野生動植物の保護や特定外来生物による生態系等に係る

被害に対する対策を迅速に進めることを趣旨とした今回の改正を高く評価する。「認定保護増

殖事業等」，「特定外来生物の防除」および「指定管理鳥獣捕獲等事業」において，従来は国

立・国定公園では許可又は届出が必要であった工作物やカメラの設置等の行為が今回の改正

によって「許可又は届出を要しない行為」となる以外に，その他にも複数の「許可又は届出

を要しない行為」が追加される。本改正によって，希少野生動植物の保護や特定外来生物に

よる生態系等に係る被害に対する対策が効果的・効率的に進められることが期待されると評

価できる。一方，今回の“緩和的措置”によって，自然公園の保全や風致景観に対して悪影

響や支障が生じないよう，適切な運営管理や評価方法なども，取り入れておく必要があると

考える。	
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